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第6回（2021年度）
ソナタコンクール
実施報告書

この度、第 6回ソナタコンクールを無事に開催することが出来ました。
新型コロナウイルスの影響がある中、ご参加いただいた皆さま、関係者の皆さまには

多大なるご協力をいただきましたこと、心より御礼申し上げます。
ここに実施報告をさせていただきます。ぜひご覧くださいませ。
第 7回ソナタコンクールにつきましても開催が決定いたしました。

今後ともよろしくお願い申し上げます。

www.sonata-concours.com
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開催日程

部門ごと参加者数

課題曲選択率
※全楽章部門の奨励賞受賞者で参加資格に該当する者は、単楽章部門の本選に参加

参加者総数
予選参加者数 通過者数 本選参加者数

175 72 68

部門 予選参加者数 通過者数 本選参加者数

ジュニアA 22 12 9
ジュニアB 39 16 16
単楽章 32 13 23
全楽章 82 31 20

予選
東京前期（9/19）、大阪（10/3）、東京後期（10/24）、動画

会場： 東京（東音ホール）
 大阪（フェリーチェホール）

マスタークラス
（全楽章コースは必ず受講）

11/23  東京音楽大学 中目黒・代官山キャンパス

本選  東音ホール
12/18 ...........ジュニアA/B部門、単楽章部門
12/19 ..........全楽章部門

【ジュニアA/B部門選択曲】 ■ ジュニアA　■ジュニアB

ベートーヴェン／ 2つのソナチネ第 1番（ソナチネ第 5番）ト長調 1

モーツァルト／ソナタ第 16(15)番 K.545 2

クーラウ／ソナチネ Op.20-3 1

クーラウ／ソナチネ Op.55-3 1

クレメンティ／ソナチネ Op.36-3 3

クレメンティ／ソナチネ Op.36-4 1

ハイドン／ソナタ第 38番 へ長調 Hob.XVI:23 2

ハイドン／ソナタ第 39番 ニ長調 Hob.XVI:24 1

ハイドン／ソナタ第 47番 ロ短調 Hob.XVI:32 1

モーツァルト／ソナタ第 2番 ヘ長調 K.280 1

モーツァルト／ソナタ第 7番 ハ長調 K.309 2

ベートーヴェン／ソナタ第 5番 ハ短調 Op.10-1 1

ベートーヴェン／ソナタ第 6番 ヘ長調 Op.10-2 3

ベートーヴェン／ソナタ第 9番 ホ長調 Op.14-1 1

ベートーヴェン／ソナタ第 10番 ト長調 Op.14-2 3

ベートーヴェン／ソナタ第 25番 ト長調 Op.79 1

【単楽章／全楽章部門選択曲】 ■ 単楽章　■ 全楽章

ハイドン／ソナタ第 60番 ハ長調 Hob.XVI:50 1

ハイドン／ソナタ第 62番 変ホ長調 Hob.XVI:52 1

モーツァルト／ソナタ第 8(9)番 ニ長調 K.311 2

モーツァルト／ソナタ第 10番 ハ長調 K.330 1

モーツァルト／ソナタ第 12番 ヘ長調 K.332 1

モーツァルト／ソナタ第 13番 変ロ長調 K.333 1

ベートーヴェン／ソナタ第 3番 ハ長調 Op.2-3 2

ベートーヴェン／ソナタ第 4番 変ホ長調 Op.7 1

ベートーヴェン／ソナタ第 11番 変ロ長調 Op.22 1

ベートーヴェン／ソナタ第 12番 変イ長調 Op.26 1

ベートーヴェン／ソナタ第 13番 変ホ長調 Op.27-1 3
ベートーヴェン／ソナタ第 15番 ニ長調 Op.28 1

ベートーヴェン／ソナタ第 17番 ニ短調 Op.31-2 3

ベートーヴェン／ソナタ第 18番 変ホ長調 Op.31-3 2

ベートーヴェン／ソナタ第 21番 ハ長調 Op.53 2

ベートーヴェン／ソナタ第 26番 変ホ長調 Op.81a 1

ベートーヴェン／ソナタ第 27番 ホ短調 Op.90 2

ベートーヴェン／ソナタ第 30番 ホ長調 Op.109 2

ベートーヴェン／ソナタ第 31番 変イ長調 Op.110 1
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マスタークラス
本コンクールの大きな特色でもある、ソナタ全楽章部門本選進出者向けの「マスタークラス」。
一流の大学教授、ピアニスト、音楽研究者の先生方を講師にお迎えして、座学と実技（公開レッスン）、両面からソナタを学ぶこ
とが出来る特別なクラスです。ソナタ全楽章部門の本選進出者が、2つの講義と公開レッスンを受講しました。
演奏を競い合うだけでなく、「知る」「聴く」という活動や参加者同士の交流から生まれるアカデミックな学びを育みました。 
例年は一般の方の聴講が可能ですが、2021年度は新型コロナウイルスの感染拡大防止の観点から、聴講は関係者のみとなりました。
開催後、期間限定配信（有料）、eラーニングにて配信されました。
配信された 2つの講義と小田裕之先生による公開レッスンは、ピティナ eラーニングでも公開しております。

審査員 ※敬称略
◆東京前期予選：新井　博江（審査員長）／尾崎　有飛／高田　匡隆
◆東京後期予選：岡本　美智子（審査員長）／江本　純子／小高　明子
◆大阪予選：クラウディオ　ソアレス（審査員長）／岡田　将／芹澤　佳司
◆動画予選：中田　雄一朗／保屋野　美和／萬谷 衣里
◆本選：〈1日目〉坂井　千春（審査員長）／砂原　悟／武内　俊之／朴　久玲／久元　祐子
　　　  〈2日目〉青柳　晋（審査員長）／赤松　林太郎／坂井　千春／砂原　悟／武内　俊之

開催スケジュール 講師

2021年度個別レッスンの様子

江口　玲（東京藝術大学、洗足学園音楽大学教授）
小倉　貴久子（東京芸術大学非常勤講師）
福間　洸太朗（ピアニスト）
山田　剛史（国立音楽大学、東京学芸大学非常勤講師）

2つの講義テーマ

◆アナリーゼ：ソナタは「お勉強」？？　
　〜音でしゃべり、対話する〜
講師：山田 剛史先生
ソナタとは、形式を学ぶものではなく、
音でストーリーを組み立てるもの。
組み立て方は各自の感じ方次第。
音でしゃべり、自分なりに話を組み立てましょう！
当時の音楽は、どんな「言葉」をしゃべっていたでしょうか？
ベートーヴェンの「話し方」って、一体どんなものでしょうか。
3つのグループに分かれ、それぞれ受講していただきました。

◆これってゲーム…？楽譜の謎を解明しよう！
　作曲技法・表現技法からひも解くソナタ形式
講師：江口 玲先生
研究者たちの間でも認識されてきている、ベー
トーヴェン特有の表現技法について、楽譜に
書かれている「謎」がどのようなものか、古
典以前の時代からどのように受け継がれてき
たのか、 先生ご自身はソナタとどう向き合って
きたのかなど、作曲家とピアニスト、それぞれの視点からお話いただき
ました。

2021年度 ソナタコンクール マスタークラス時間割

2021/11/23（火・祝）東京音楽大学　中目黒・代官山キャンパス

江口 玲先生 小倉 喜久子先生 福間 洸太朗 先生 山田 剛史 先生 参加者控室
(12:30～16:30)開始 終了

9:30 10:15 時間差で受付

10:15 10:30 閉会の挨拶、グループ発表

10:30 11:20
基調講演　50分（江口玲先生）

会場：中教室 C405
実地聴講 OK

11:20 11:30 休憩（10分）

11:30 12:45 実技 Aグループ 
（25分×3人＝75分）

実技 Jグループ
（25分×3人＝75分）

実技Gグループ
（25分×3人＝75分）

アナリーゼ①
D,F,H,Iグループ

(75分）

12:30～16:30

使用可能
定員 25名

12:45 13:45
ランチ 60分間

（外出 OK、403号室・4Fラウンジ利用可、お弁当持参可）

13:45 15:00 実技Hグループ
（25分×3人＝75分）

実技Dグループ
（25分×3人＝75分）

実技 Lグループ
（25分×3人＝75分）

アナリーゼ②
A,B,G,Kグループ

(75分）

15:00 15:15 休憩（15分）

15:15 16:30 実技 Kグループ
（25分×3人＝75分）

実技 Fグループ
（25分×3人＝75分）

実技 Iグループ
（25分×3人＝75分）

アナリーゼ③
C,E,J,Lグループ

(75分）

16:30 16:45 休憩（15分）

使用不可
（18:30以降）

16:45 18:00 実技Cグループ
（25分×3人＝75分）

実技 Bグループ
（25分×3人＝75分）

実技 Eグループ
（25分×3人＝75分）

アナリーゼ
相談室

（学生からの質問、
相談コーナー）

18:00 18:30 休憩、お帰り準備、自由解散
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ピアノを 4 歳頃から始め、藝高を目指すようになったタイミングが中学 3 年生の頃でし
た。藝高の受験課題にベートーヴェンのソナタが入っていたこともあり、初めてソナタコ
ンクールに参加しました。
今回は大学受験に合わせ、2020 年になってすぐソナタコンクールへの参加を意識してい
ました。ベートーヴェンのソナタの中でもとりわけ異彩を放っていた第 16 番を選曲し、
予選の動画審査では、30 回ほど撮り直して提出にこぎつけました。（笑）
無事に通過し参加させていただいたマスタークラスは、小田裕之先生の「ソナタは旅だ」
というお言葉が印象的で、コロコロと移り変わる様子を表現したいと改めて意識するきっかけとなりました。斎藤龍先
生による個別レッスンも、これまで注意していなかった点をご指摘いただき、違う観点で曲を見ることができるように
なり、とても有意義な時間でした。
本選では成長出来たら良いなと思っていましたが、爆発してしまいました。結果発表では本当に驚いて、しばらく実感
が湧きませんでした。
これからも音楽に理解を深め、他のコンクールなどに挑戦しつつ、将来的には指導者になりたいと思っています。

＜ソナタコンクール事務局より＞
現在、藝大 2年生となった塩飽さん。益々ご活躍の幅を広げていらっしゃるようです。今後の更なる飛躍を、事務局一同、
応援しております。

♬第 5回金賞  塩飽 桃加さん

これまでの受賞者  インタビュー
ソナタコンクール第 6回金賞受賞の箱崎佑音さん、第 5回金賞受賞の塩飽桃加さんにインタビューを行いました！
お 2人とも、大学受験の際にソナタコンクールにご参加いただいたという共通点もあります。
ぜひご覧ください。

♬第 6回金賞  箱崎 佑音さん
ソナタコンクールには、高校に入学した頃から音大受験の前に参加しておこうと考えて
いました。受験の課題曲となるベートーヴェンには苦手意識を持っていたため、深く勉
強するきっかけにもなると思っていたからです。「ベートーヴェンらしい音」とは何か、
その音を出すにはどうしたら良いか、分からずにいました。

選択したのはピアノソナタ第 27番でした。曲調が魅力的だったのはもちろん、苦手意識
を克服するためにまずは 2楽章構成の曲に挑戦しようと思ったことも理由の 1つです。
予選を通過し参加したマスタークラスでは、大きな収穫を得ることが出来ました。基調
講演やアナリーゼでのお話は、曲をより深く掘り下げて自分自身で考え、説得力のある演奏を目指すきっかけとなりま
した。実技レッスンは先生のご指摘も分かりやすく、非常に濃密な時間となりました。同じグループの参加者とお互い
に聴講するレッスンだったため緊張しましたが、マスタークラスで緊張しておいたことで、本選ではリラックスして集
中し、楽しく演奏することが出来ました。
これからもピティナ Pre特級や特級、日本音楽コンクールはもちろん、様々な国際コンクールにも挑戦し、ピアニスト、
そしてゆくゆくは大学の教授としても活躍していけたらと考えています。

＜ソナタコンクール事務局より＞
分からないことはとことん調べ尽くしたい性格だと話してくださった箱崎さん。音楽の表現やピアノとの向き合い方に
ついても、その情熱が伝わってきました。これからの更なる飛躍を、事務局スタッフ一同、心から応援しております。
藝大合格、おめでとうございます！


